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東大和市立公民館 

◇中央公民館　　564－2451

◇南街公民館　　564－2771
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◇上北台公民館　567－2691

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇
音
楽
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
ん

で
す
か
？

　

大
学
在
学
中
に
交
際
し
て
い
た
彼
女
と

別
れ
た
時
に
、
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
せ
る
た

め
、
楽
器
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
学
生
仲
間

等
と
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
悲
し
い
恋
愛
体
験
の
反
動
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
で
は
、
そ
の
後
、
現
在
の
音
楽

指
導
者
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

大
学
卒
業
後
、
音
響
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。
当
時
は
バ
ブ
ル
経
済
で
、
就
職
先

な
ど
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
会
社
を
辞
め
、
音

楽
の
専
門
学
校
に
入
学
し
た
の
が　

歳
の

25

時
で
す
。
２
年
後
に
卒
業
し
、
九
州
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
で
演
奏
し
た
り
、
北
海
道
の

実
家
に
戻
っ
て
音
楽
を
教
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
北
海
道
で
音
楽
を
教
え

て
得
た
様
々
な
こ
と
が
現
在
の
仕
事
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
多
摩
地

区
に
住
み
、
楽
器
の
演
奏
と
楽
典
（
音
楽

の
本
質
や
理
論
）
を
教
え
て
い
ま
す
。
楽

典
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
内
容
で
あ
り
、

指
導
者
も
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
た
め
、
草

分
け
の
一
人
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

◇
演
奏
す
る
楽
器
は
何
で
す
か
？

　

所
属
し
て
い
る
バ
ン
ド
で
は
、
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
サ
ッ
ク

ス
を
吹
き
ま
す
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
ギ
タ

ー
と
ベ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◇
さ
て
、
公
民
館
で
は
、
昨
年
ま
で
の
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
替
わ
り
、
今

年
か
ら
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。
当
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

　

バ
ン
ド
の
音
楽
活
動
の
場
を
探
す
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て

キラリ ★ ひと・かつどう　第25回　菅 田 政 志 さん キラリ ★ ひと・かつどう　第25回　菅 田 政 志 さん 
す  が　　　    た　　　　 ま  さ　　　    し　　 

い
て
、
東
大
和
市
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
つ
け

ま
し
た
。
３
年
前
の
第
２
回
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

◇
当
市
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
さ
れ

る
の
は
何
回
目
で
す
か
？ 

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
第
２
回
か

ら
第
４
回
ま
で
参
加
し
、
今
回
の
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
４
回
目
の
出
演
に

な
り
ま
す
。

◇
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
バ
ン
ド
で
、菅
田
さ
ん
主
宰
の「
西
多

摩
社
中
」
の
普
段
の
活
動
場
所
は
ど
こ

で
す
か
？
ま
た
、
演
奏
す
る
楽
曲
の
種

類
は
何
で
す
か
？

　

地
元
で
の
活
動
が
中
心
で
す
が
、
地
方

に
出
向
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
日
は
遊

園
地
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
演
奏
し
て
き
ま

し
た
。
大
衆
的
な
誰
も
が
知
っ
て
い
る
楽

曲
を
中
心
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

◇
今
年
か
ら
、
障
が
い
者
青
年
教
室
ビ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
際

に
、
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
担
当
職
員
に
お
話
を

い
た
だ
き
、
今
年
か
ら
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
携
わ
っ
て
、
感
じ
た

こ
と
は
？

　

も
と
も
と
障
が
い
の
あ
る
方
と
接
す
る

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
先
入
観
な
く
入

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

が
投
げ
か
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
音
で

か
え
っ
て
く
る
の
が
今
で
も
新
鮮
で
す
。

◇
今
後
の
公
民
館
活
動
に
期
待
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
、
今
の
ま

ま
の
盛
況
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

他
の
事
業
に
関
し
て
は
、「
公
民
館
活
動
を

始
め
る
た
め
の
き
っ
か
け
」
と
な
る
機
会

が
、
予
算
縮
小
な
ど
の
理
由
で
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
公
民
館
と
し
て
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

精
力
的
な
活
動
を
続
け
る
菅
田
さ
ん
、

今
年
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、

ぜ
ひ
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、「
キ
ラ
リ
☆
ひ
と
・
か
つ
ど
う
」
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た

菅
田
さ
ん
は
、
公
民
館
主
催
事
業
で
あ
る
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
に
出
演
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
公
民
館
主

催
事
業
の
障
が
い
者
青
年
教
室
「
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
講
師
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

来る！ オータムフェスティバル

日時　平成２３年１１月 

　５日貍 午前１０時～午後４時３０分

　６日豸 午前１０時～午後４時

内容　ステージ部門・展示部門

場所・問合せ　中央公民館
　

みなさんぜひ、お越しください。

〈写真は昨年度のフェスティバルより〉
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出
会
い
・
育
む
・
と
こ
ろ　

　

公
民
館
は
、
東
大
和
市
民
な
ら
誰
で

も
、
自
由
に
集
い
学
べ
る
社
会
教
育
法

に
基
づ
い
た
施
設
で
す
。
現
在
、
中
央

公
民
館
で　

グ
ル
ー
プ
・
南
街
公
民
館

１２９

で　

グ
ル
ー
プ
・
狭
山
公
民
館
で　

グ

１１３

５６

ル
ー
プ
・
蔵
敷
公
民
館
で　

グ
ル
ー
プ

４９

・
上
北
台
公
民
館
で　

グ
ル
ー
プ
５
館

５５

で
合
計　

グ
ル
ー
プ
が
、
特
性
を
活
か

４０２

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

各
公
民
館
の
事
業
計
画
を
み
る
と
１

年
間
を
前
期
・
夏
期
・
中
期
・
後
期
に

わ
け
、
対
象
者
を
、
子
ど
も
・
青
年
・

成
人
・
高
齢
者
・
そ
の
他
に
分
け
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
計
画
を
公
民
館
運
営
審

議
会
に
て
審
議
し
て
、
各
事
業
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
実
施
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

講
座
名
・
内
容
・
講
師
・
期
間
・
時
間

帯
・
募
集
人
員
及
び
応
募
人
数
・
予
算

執
行
額
・
担
当
職
員
の
コ
メ
ン
ト
が
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
ご
と

の
講
座
は
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
異

世
代
」
が
一
緒
に
学
び
あ
う
講
座
を
設

け
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
育

っ
た
様
子
な
ど
を
語
り
合
い
、
後
世
に

伝
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
各
世
代
が
共
に
学
べ
る
講
座
を

ご
検
討
下
さ
い
。

　

ま
た
、
公
民
館
以
外
の
施
設
に
お
い

て
も
、
市
民
の
方
々
が
各
サ
ー
ク
ル
で

自
主
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

生
活
課
の
施
設
の
た
め
、
利
用
相
談
及

び
支
援
す
る
公
民
館
職
員
は
お
り
ま
せ

ん
。

　

各
地
区
に
、
地
区
会
館
、
集
会
所
と

し
て
次
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

・
奈
良
橋
地
区
会
館
・
上
北
台
地
区
会

館
・
南
街
地
区
会
館
・
向
原
地
区
会
館

・
清
原
地
区
会
館
・
新
堀
地
区
会
館
・

清
水
集
会
所
・
桜
が
丘
集
会
所
・
芋
窪

集
会
所
・
仲
原
集
会
所
・
湖
畔
集
会
所
。

　

新
堀
地
区
会
館
に
お
い
て
は
、
公
民

館
の
職
員
が
出
向
い
て
の
講
座
を
行
っ
て

お
り
、
毎
年
非
常
に
人
気
が
高
く
、
募

集
人
員
を
上
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
々
の
要
望
に
よ

っ
て
、
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
昨
今
、
歩
い

て
行
け
る
地
域
で
、
学
習
で
き
れ
ば
、

最
高
で
す
。
職
員
・
市
民
が
知
恵
を
出

し
合
い
協
力
し
、
東
大
和
市
が
心
地
よ

い
楽
し
い
健
康
な
街
に
な
る
様
に
…
…
。

発
進
は
公
民
館
か
ら
！

 
大
参 　

お

お

み

 
冨
貴
子 （
中
央
公
民
館
利
用
者
連
絡
会
）

ふ

き

こ

「
第
６
回
公
民
館
運
営
審
議
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　

月　

日
貅
午
後
２
時
か
ら

１１

１７

定
員　

５
人
以
内
（
当
日
先
着
順
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

中
央
公
民
館

公
民
館
運
営
審
議
会
の
活
動
か
ら

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「第 4 回公民館運営審議会」の
内容をお知らせします。

第４回
▽日時　９月１５日貅　午後２時から
▽場所　中央公民館視聴覚室
▽議題
＜審議事項＞
・平成２３年度前期事業報告について
・平成２３年度夏期事業報告について
・平成２４年度公民館の重点目標について

中央公民館　　　　　
　　休館のお知らせ　

　空調設備改修工事のため、１１月

１５日貂から１２月２０日貂まで休館

の予定です。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願いします。



こ う み ん か ん だ よ り第　１９３　号 平成２３年（２０１１年）１１月１日発行　（2）

日
に
ち
・
内
容
（
土
曜
日
・
全
５
回
）

①　

／　
　

柳
田
國
男
と
『
遠
野
物
語
』

１２

２４

②
１
／
７　

石
川
啄
木　

望
郷
と
流
離

の
人
生
と
短
歌

③
１
／　
　

東
北
の
風
土
と
文
化
の
源

１４

流
〜
三
内
丸
山
か
ら
平
泉

へ

④
１
／　
　

環
日
本
海
交
易
の
展
開
〜

２１

十
三
湊
の
繁
栄
と
北
前
船

⑤
１
／　
　

近
代
の
東
北
〜
白
河
以
北

２８

は 
一
山 

ひ
と
や
ま 
百 

ひ
ゃ
く 
文 
？

も
ん

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

①
② 
池  
田  
功 
氏
（
明
治
大
学
政
治

い
け 
だ 
い
さ
お

経
済
学
部
教
授
）
③
④
⑤ 
池  
享 
氏
（
一

い
け 
す
す
む

橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

場
所　

中
央
公
民
館　

対
象
・
定
員　

成
人　

名
（
申
込
者
多
数

２５

の
場
合
は
抽
選
）

申
込
み　
　

／　

貂
か
ら　

／　

貍
ま
で

１１

１５

１２

１０

中
央
公
民
館

公民館開館 40周年記念　公民館まつりスタンプラリー実施中！

　

平
成　

年
１
月
の
南
街
公
民
館
新
春
コ

１５

ン
サ
ー
ト
が
き
っ
か
け
で
、「
や
さ
し
い
ハ

ー
モ
ニ
カ
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
出
来
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成　

年
６
月
の
あ
じ

１７

さ
い
の
季
節
に
行
わ
れ
た
中
央
公
民
館
ま

つ
り
で
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
こ

と
を
記
念
し
て
、
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
あ
と
に
「
あ
じ
さ
い
」
と
付
け
た
の
で

す
。最
初
は
３
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、年
々

メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
８
年
経
過
し
た
現
在

は
、　

人
に
な
り
ま
し
た
。

２２

　

な
ぜ
メ
ン
バ
ー
が
多
く
な
っ
た
の
か
と

考
え
て
み
る
と
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
そ
ん
な

に
難
し
く
な
い
し
、
１
本
４
千
円
ほ
ど
で

買
え
る
し
、
し
か
も
音
色
が
い
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
す
。
更
に
言
う
と

「
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
あ
じ
さ
い
」

は
、
合
奏
で
な
く
独
奏
（
ソ
ロ
）
の
サ
ー

ク
ル
な
の
で
す
。
自
分
の
吹
き
た
い
曲
を

選
ん
で
練
習
す
れ
ば
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
た
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
い
、
楽
し
ん

で
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
７
月　

日
豸
に
は
、

１７

東
日
本
大
震
災
で
役
場
ご
と
埼
玉
県
加
須

市
に
避
難
し
て
い
る
福
島
県
双
葉
町
の
み

な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
演
奏
し
ま
し
た
。「
北
国
の
春
」「
青
葉

城
恋
唄
」「
ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
」
な
ど

東
北
ゆ
か
り
の
曲
を
演
奏
し
た
あ
と
、
私

た
ち
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
で

約　

人
の
人
た
ち
が
練
習
し
ま
し
た
。
と

３０
て
も
楽
し
そ
う
で
あ
ち
こ
ち
に
笑
顔
が
見

ら
れ
、
会
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
紹
介 

（
南
街
公
民
館
）
 

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
あ
じ
さ
い

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
あ
じ
さ
い
 

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
あ
じ
さ
い

あ
じ
さ
い
 

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
あ
じ
さ
い

■
家
事
家
計
講
習
会
（
多
摩
友
の
会
）　

　

／　

貅
午
前　

時
〜　

時　

分
／
■南
 
  
■街
 

／

１１

１７

１０

１１

４５

定
員　

名
（
申
込
順
）
保
育
有
（　

名
要

４０

１０

予
約　

お
や
つ
代　

円
）
／
資
料
代　

円

１８０

４００

／
持
ち
物　

筆
記
用
具
／
予
算
を
立
て
て

家
計
簿
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
・
鍋
帽
子

料
理
の
紹
介
／
■問
 

伊
藤　

―
７
１
５
６

５６２

■
珠
玉
の
文
学
・
川
端
康
成　

伊
豆
の
踊

子
（
朗
読
の
会
）　
　

／
３
貍
午
後
２
時

１２

〜
４
時
／
■南
 
  
■街
 

／
講
師　
 
松  
永  
英  
晃 
氏
／
定

ま
つ 
な
が 
ひ
で 
あ
き

員　

名
／
無
料
／
■問
 

若
松　

―
０
７
３
５

３５

５６４

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

会

員

募

集

▼
女
声
コ
ー
ラ
ス
（
く
っ
き
い
）
／
毎
週

水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時
／
■中
 

■央
 

・
■狭
 
  
■山
 

／
月
三
千
五
百
円
／
一
緒
に
楽
し
く
歌
い

ま
し
ょ
う
／
■問
 

加
藤　

―
５
４
０
１
―
７

０８０

７
２
０

▼
手
打
ち
う
ど
ん
・
そ
ば
を
打
っ
て
楽
し

む
（
う
ど
ん
・
そ
ば
の
会
）
／
毎
月
第
３

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
／
■南
 
  
■街
 

／
入
会

金
千
円
・
１
回
当
り  
う
ど
ん　

円
、
そ

５００

ば　

円
／
■問
 

氏
家　

―
３
９
２
８

７００

５６１

▼
ペ
ン
習
字
（
い
ぶ
き
）
／
毎
月
第
２
・

４
金
曜
日　

午
前　

時
〜　

時　

分
／
■南
 
  
■街
 

１０

１１

３０

／
月
三
千
円
／
■問
 
 
鷹  
野 　

―
５
３
６
８

た
か 
の

５６１

▼
歌
謡
サ
ー
ク
ル
（
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
の

会
）
／
毎
月
第
１
・
２
・
３
火
曜
日　

午

後
１
時
〜
４
時
／
■南
 
  
■街
 

／
月
二
千
円
／
■問
 
 
飯 いい

 
山 　

―
３
６
２
２

や
ま

５６４
▼
カ
ラ
オ
ケ
（
秋
和
会
）
／
毎
月
第
１
・

２
・
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
／
■南
 
  
■街
 

／
月
二
千
五
百
円
／
■問
 
 
式  
澤 　

―
２
５
３

し
き 
ざ
わ

５６４

８▼
社
交
ダ
ン
ス
（
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
）

／
毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
２０

／
■狭
 
  
■山
 

／
月
千
円
／
多
少
踊
れ
る
方
募
集
／

■問
 
 
濱  
田 　

―　

―
０
９
３
４

は
ま 
だ

０４２

３１５

▼
気
功
・
太
極
拳
（ 
樹  
 々
の
会
）
／
毎
月

き 

ぎ

第
一
・
二
・
三
金
曜
日　

午
後
２
時
〜
４

時
／
■蔵
 
  
■敷
 

／
月
二
千
三
百
円
／
■問
 
 
吉  
岡 　

―

よ
し 
お
か

５６２

１
２
５
３

　

狭
山
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
日
頃
の
活
動
成
果
を
展
示
・
発
表
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
民
館
開
館　

周
年
を
記
念
し

４０

た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
、
蔵
敷
公
民

館
作
成
の
オ
ブ
ジ
ェ
「
き
ず
な
の
泉
」
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
式
典
時
の
手
話
通
訳

を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
公
民
館
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

�　
　
　

�　
　
　

�

〈　

月　

日
貍
〉

１１

１９

開
会
式　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

展
示　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

発
表　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

１０

お
茶
席　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

※
茶
席
料
大
人　

円
、
子
ど
も　

円

２５０

１００

　

先
着　

名
５０

縁
台
将
棋
（
屋
外
）　

午
後
１
時
〜
３
時

※
参
加
自
由

〈　

月　

日
豸
〉

１１

２０

展
示　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

発
表　

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

４０

他
館
交
流
出
演

　
 
討
岩 
（
上
北
台
公
民
館
利
用
グ
ル
ー
プ
）

と
ろ
っ
く

に
よ
る
和
太
鼓　

午
前　

時
〜　

時　

１１

１１

３０

分

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

公
開
学
習
会

■
長
寿
松
の
針
金
掛
け
（
東
大
和
市
盆
友

会
）　
　

／　

豸
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１１

１３

３０

　

分
／
■南
 
  
■街
 

／
講
師　
 
宮  
鍋  
正  
男 
氏
／
定
員

み
や 
な
べ 
ま
さ 
お

３０な
し
／
材
料
費　

円
／
申
込
期
限　

月
９

２００

１１

日
貉
ま
で
／
■問
 
 
和  
地 　

―
３
３
３
３

わ 

じ

５６２

■
ミ
ニ
リ
ボ
ン
レ
イ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

（
コ
コ
ナ
ッ
ツ
）　
　

／　

貉
午
前　

時

１１

３０

１０

〜
正
午
／
■蔵
 
  
■敷
 

／
講
師　
 
田  
尾  
友  
里 
氏
／
定

た 

お 

ゆ 

り

員　

名
／
材
料
費　

円
／
申
込
期
限　

月

１０

６００

１１

　

日
貂
ま
で
／
■問
 

岩
崎　

―
２
０
２
４

１５

５６６

日
時　
　

／　

貊　

午
前
９
時　

分
〜
午

１１

２５

３０

後
３
時（
予
定
）※
雨
天
時
は
、
狭
山
公

民
館
で
午
前
中
の
み
講
義
を
行
い
ま
す
。

講
師　
 
手  
島  
正  
夫 
氏
（
譖
日
本
ウ
ォ
ー
キ

て 
し
ま 
ま
さ 
お

ン
グ
協
会
主
任
指
導
員
）

集
合
解
散　

武
蔵
村
山
市
か
た
く
り
の
湯

行
程　

か
た
く
り
の
湯
〜
里
山
民
家
園
〜

 
龍 
の
入
不
動
尊
〜
か
た
く
り
の
湯

た
き

　

約　

㎞
１０

定
員　
　

名
（
申
込
順
）
※
履
き
な
れ
た

２０

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

申
込
み　
　

／
２
貉
か
ら
狭
山
公
民
館

１１

　
成
人
趣
味
教
養
講
座
 

東
北
の
文
学
・

東
北
の
文
学
・ 

　
　

歴
史
を
学
ぼ
う

歴
史
を
学
ぼ
う 

東
北
の
文
学
・ 

　
　

歴
史
を
学
ぼ
う 

中 央 

日
時　
　

／　

貍　

午
後
１
時　

分
〜
３

１１

１９

３０

時　

分
３０

指
導
者　

ガ
リ
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
方
々

場
所　

上
北
台
公
民
館

対
象　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

定
員　
　

名
（
申
込
順
）

２０

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　
　

／
２
貉
か
ら
上
北
台
公
民
館

１１

　
次
世
代
育
成
講
座
・
 

　
　
　
　
　
子
ど
も
挑
戦
シ
リ
ー
ズ
④

上 北 台 

囲
碁
会　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

※
参
加
自
由

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
屋
外
）

　

雑
木
の
こ
け
玉
づ
く
り　

午
後
１
時
か

ら
（
材
料
費　

円
・
先
着　

名
申
込
順
）

５００

１０

閉
会
式　

午
後
２
時　

分
か
ら

４０

〈　

・　

日
両
日
〉

１９

２０

模
擬
店　

午
前　

時　

分
〜
売
切
れ
次
第

１０

３０

終
了　

豚
汁
・
お
で
ん
・
お
に
ぎ
り
（
以

上
は
、
当
日
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
の
こ
と
）、
地
元
野
菜
・
鉢
花
等
の
販

売
、
市
内
福
祉
施
設
に
よ
る
販
売
コ
ー

ナ
ー
（
パ
ン　

日
、
焼
き
鳥　

日
）

１９

２０

お
茶
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１１

３０

館
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
景
品
あ
り
）

　

両
日
と
も
先
着　

名
１００

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ　

狭
山
公
民
館

公
民
館
開
館
４０
周
年
記
念 

第
３１
回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り 
第
３１
回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り

回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り 
第
３１
回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り 

「
狭
山
か
ら
愛
を
　
」
 

狭 山 

��������������������������������

　

多
分
今
頃
は
、
い
く
つ
も
の
曲
が
吹

け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
わ
り
の
人
た
ち

に
聞
か
せ
て
、
避
難
生
活
を
潤
す
存
在

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

秋
の
里
山
民
家
と 

「
龍
の
入
不
動
尊
」を
訪
ね
る 

　
里
山
探
検
隊
 

第
3
回
 

た
き 

狭 山 

日
時　
　

／
６
貂　

午
前　

時
〜
正
午

１２

１０

内
容　

お
正
月
飾
り
作
り　

※
軽
食
あ
り

講
師　
 
松  
枝  
千  
種 
氏
（
保
育
士
・
栄
養
士
）

ま
つ 
え
だ 
ち 
ぐ
さ

場
所　

狭
山
公
民
館

対
象
・
定
員　

満
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

前
後
の
乳
児
親
子　

組
（
申
込
順
）

１５

費
用　
　

円
（
当
日
集
金
し
ま
す
）

５００

持
ち
物　

お
て
ふ
き
、
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ

み
、
お
椀
、
お
箸

申
込
み　
　

／
２
貉
か
ら
狭
山
公
民
館

１１

　
親
子
講
座
 

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

０
・
１ 

狭 山 日
時　
　

／　

貍　

午
前　

時
〜　

時

１２

１０

１０

１１

内
容　

①
人
形
劇
「
い
な
か
ね
ず
み
と
ま

ち
ね
ず
み
」
②
ア
ニ
メ
映
画
「
眠
れ
ぬ

夜
の
小
さ
な
お
話
」

公
演　

人
形
劇
団
「 
雁 
」

か
り

対
象　

幼
児
・
小
学
生

場
所
・
問
合
せ　

狭
山
公
民
館

人
形
劇
＆
ア
ニ
メ
映
画
会

人
形
劇
＆
ア
ニ
メ
映
画
会 
人
形
劇
＆
ア
ニ
メ
映
画
会 

狭 山 

☆活動日時　月３回　土曜日
　　　　　　　午前１０時～正午
☆連絡先　　町田　５６４－９５８８

※
参
加
や
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
グ
ル
ー
プ
の
問
合
せ
先
に
ご
確
認

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


